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① 参加前について

②

③

今回の参加を経て、ご自身の中での学習面・精神面の成果があれば教えてください。

④

国名 アメリカ合衆国

津田塾大学　国際センター

【終了報告書】

研修先大学/
活動先機関名

インディアナ大学
参加

プログログラム名
インディアナプログラム

氏名 学籍番号

その他

その他、気づいたことや今後参加する方へのメッセージがあれば記入してください。

この研修でしかできない経験をたくさんできた。初めの１週間は不安などもあったが、全員親切で帰国するころには帰りたくなくなっていたし、今ももう一度この研
修に参加したいほど良い研修だったと思う。

英語で授業を受けるだけでなく、プレゼンやポスター発表もあったので、自分の自信につながった。帰国してからOral　Englishなどの英語の授業でも自分から発
言できるようになったことに加え、普通の授業での発表も緊張しなくなったりした。何事にも挑戦しようという心持ができた。海外の方と話す機会がもっと欲しくなっ
た。

研修・活動の感想
英語で授業を受けるだけでなく、プレゼンやポスター発表もあったので、旅行で遊びに行くという感じではなく真面目な研修だった。もちろん学外フィールドトリップ
やシカゴへの旅行もあり息抜きも適切にできた。長期留学の事前体験にもちょうど良い感じだった。

研修・活動以外の部分についての感想

ホームステイのため、いい意味で英語での会話が絶対必要になるため、リスニング能力とスピーキング能力は伸びる。一人ではなく、２人で同じホームステイ先
に滞在するため先輩・同輩・後輩の仲も深めることができる。

現地学生との交流について教えてください。　※交流がなかった場合は、空欄で構いません

現地学生と学外研修に行ったり、放課後に町を案内してもらった。

参加の成果について

学科 国際関係学科

参加時の
学年

９３万円1年
参加費用

（日本円での概算）

記入年月日

研修・活動に参加する目標は何でしたか。
英語を話すことを怖がらないこと。自分に自信をつけること。

プログラムについて

 参加日程


